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　 　号号ののおおももなな内内容容
●「大学のあるまち」福知山！
●もっと身近に！もっと便利に！まちなか循環路線バス
●「酒呑童子」と「金太郎」が最強タッグ！
●考えてみよう、「ごみ」のこと！
●健康増進計画　知っ得シリーズ　ほか

10
1

ドッコちゃん ドッコちゃん 酒呑童子 酒呑童子 

福知山市のイメージキャラクター 福知山市のイメージキャラクター 

北近畿唯一の４年制大学「成美大学」 北近畿唯一の４年制大学「成美大学」 

　北近畿唯一の４年制大学として、地域に開かれた大学をす
すめる「成美大学」。今回はその魅力を学生のみなさんにイ
ンタビューしました。（→詳しくは２～３㌻をご覧ください。）

「大学のあるまち」福知山！　

　福田さんは、福知山マラソンにも大学１回生の時から連
続出場中。「沿道のあたたかい声援を 糧 に、今年も完走め

かて

ざして頑張ります。応援よろしくお願いします。」と意気
込みを語っていました。

【表紙写真】成美大学４号館と、今年の「福男」（西宮
神社）として一躍有名人となった 福  田  裕  矢 さん（成

ふく だ ゆう や

美大学４回生）
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北
近
畿
唯
一
の
４
年
制
大
学　
　
  

　

成
美
大
学
の
歴
史
は
、
明
治
４
年
に
、

旧
福
知
山
藩
累
代
の
儒
学
者
・ 
西  
垣  
堯  
民 

に
し 
が
き 
ぎ
ょ
う 
み
ん

さ
ん
が
、
そ
の
父 
堯  
欽 
さ
ん
を
老
師
と
し

ぎ
ょ
う 
き
ん

て「 
美 
わ
し
い
全
人
格
の
育
成
」を
目
的
に

う
る

「
徳
義
」を
教
育
の
基
本
と
し
た
私
塾「
愛

花
草
舎
」（
ま
も
な
く
「
西
垣
成
美
塾
」に
改

称
）
を
創
立
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
短
期
大
学
と
し
て
京
都
短
期

大
学
（
旧
山
陰
短
期
大
学
）
を
設
置
し
、

平
成　

年
に
北
近
畿
唯
一
の
４
年
制
大
学

１２

と
な
る
京
都
創
成
大
学
が
開
学
。

　

平
成　

年
か
ら
は
現
在
の
成
美
大
学
と

２２

な
り
、「
面
倒
見
の
い
い
大
学
」
と
し
て
、

経
営
情
報
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
、

医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
、
成
美
大

学
短
期
大
学
部
生
活
福
祉
科
食
物
栄
養
専

攻
の
合
計
２
２
６
人
が
勉
学
に
励
ん
で
い

ま
す
。

授
業
は
ど
う
で
す
か
？

●
お
も
し
ろ
い
先
生
が
多
く
て
、
と
て
も
楽

し
い
で
す
。
学
生
が
少
な
い
の
で
、
親
身
に

な
っ
て
詳
し
く
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
と
て

も
身
に
つ
き
ま
す
。

●
福
知
山
ら
し
い
授
業
も
多
く
て
、
国
内

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
授
業
で
は
、
留
学
生

ら
と
一
緒
に
大
江
町
毛
原
の
地
域
お
こ
し
に

参
加
し
て
、
地
元
の
み
な
さ
ん
た
ち
と
田
植

え
や
稲
刈
り
で
交
流
し
ま
し
た
。
地
酒
サ

ミ
ッ
ト
に
も
参
加
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

●
観
光
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
の
授
業
で
は
、

実
際
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
出
向
い
て
、
但
東

町
の
ほ
た
る
ま
つ
り
や
、
城
崎
温
泉
で
旅
館

の
み
な
さ
ん
と
活
性
化
に
つ
い
て
議
論
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
旭
山
動
物

園
の
再
生
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。
福
知
山
市
動
物
園
も
全
国
的
に
有
名
な

の
で
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が
豊
富
で
と
て
も
た
め

に
な
り
ま
す
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、
市
内

の
会
社
な
ど
で
就
業
体
験
を
し
ま
し
た
。
地

元
で
経
験
さ
せ
て
も
ら
え
る
の
で
う
れ
し
い

で
す
。
な
か
に
は
、
そ
の
ま
ま
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
た
り
、
就
職
を
考
え
た
り
す
る
学
生
も

い
ま
す
。

●
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
は
、
市

内
の
病
院
で
医
療
事
務
の
実
習
を
し
ま
し
た
。

来
院
者
と
は
逆
の
立
場
で
の
流
れ
を
体
験
で

き
て
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
学
科
で

は
、
近
畿
で
唯
一
「
診
療
情
報
管
理
士
」
の

資
格
試
験
に
挑
戦
で
き
ま
す
。
合
格
を
め
ざ

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

●
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
毎
年
１
回
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
全
員
参
加
し
て
い
ま

す
。
給
水
や
ゴ
ー
ル
地
点
で
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
通
じ
て
、
全
国
の
ラ
ン
ナ
ー
の
み
な
さ

ん
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
経
験
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「大学のあるまち」福知山！ 「大学のあるまち」福知山！ 

地域と一緒に楽しめる学園祭「芙蓉祭」の企画を話し合う学生
のみなさん

地域の安心・安全な暮らしのために、防
犯ボランティア活動もしています

福
知
山
で

福
知
山
で
の
学
生
生
活

学
生
生
活
は 

ど
ん
な
感
じ

な
感
じ
?

福
知
山
で

福
知
山
で
の
学
生
生
活

学
生
生
活
は 

ど
ん
な
感
じ

な
感
じ
?

福
知
山
で
の
学
生
生
活
は 

ど
ん
な
感
じ
?

学
生
の
 

み
な
さ
ん
に
 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！
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福
知
山
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
？

●
大
学
で
勉
強
す
る
ほ
か
、
市
内
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
ま
す
。

●
市
外
か
ら
来
ま
し
た
が
、
福
知
山
は
都
会
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、
複
合
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設

な
ど
も
多
く
て
お
も
し
ろ
い
で
す
。
車
で
ド
ラ
イ

ブ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
お
い
し
い
飲
食
店
が
多
く
て
、
地
元
の
食
材
を

生
か
し
た
有
名
店
や
、
ラ
ー
メ
ン
・
ス
イ
ー
ツ
な

ど
の
食
べ
歩
き
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

●
普
段
は
自
転
車
で
移
動
し
て
い
ま
す
。
市
内
循

環
バ
ス
を
利
用
し
て
、
名
店
・
名
所
な
ど
も
め
ぐ
っ

て
い
ま
す
。

ど
ん
な
福
知
山
に
な
っ
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
か
？

●
今
、
ア
ニ
メ
と
共
同
で
行
う
ま
ち
お
こ
し
が
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ア
ニ
メ
に
は
動
物
や
動
物

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
多
く
登
場

す
る
の
で
、
動
物
園
で
各
ア
ニ
メ
に
ち
な
ん
だ
コ

ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
し
た
ら
お
も
し
ろ
い
と

思
い
ま
す
。

● 
明  
智  
光  
秀 
ゆ
か
り
の
地
と
い
う
こ
と
で
、
大
河

あ
け 

ち 

み
つ 
ひ
で

ド
ラ
マ
誘
致
の
署
名
活
動
に
も
賛
同
し
ま
し
た
。

大
河
ド
ラ
マ
化
が
実
現
す
れ
ば
、
５
年
間
（
放
映

前
２
年
、
中
１
年
、
後
２
年
）
は
効
果
が
あ
る
と

学
び
ま
し
た
。
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
で
す
。

●
福
知
山
城
の
夜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
と
て
も
き

れ
い
で
す
。
市
外
か
ら
来
た
人
に
も
良
い
目
印
に

な
り
ま
す
し
、
も
っ
と
来
訪
者
が
増
え
れ
ば
良
い

と
思
い
ま
す
。
先
日
も
人
気
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

「
Ｎ
М
Ｂ

     

　

」
の
一
人
で
、
お
城
好
き
で
有
名
な 

エ
ヌ
エ
ム
ビ
ー　

４８

 
山  
本  
彩 
さ
ん
が
個
人
的
に
福
知
山
城
を
訪
れ
、
そ

や
ま 
も
と 
さ
や
か

の
こ
と
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
（
日
記
）

で
発
信
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
フ
ァ
ン
の
み
な
さ

ん
が
福
知
山
を
知
る
機
会
と
な
り
、
来
訪
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
い
ろ
ん
な
人
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
発
信
し
て
く
だ
さ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。

学
生
の
み
な
さ
ん
か
ら

市
民
の
み
な
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

●
も
っ
と
市
民
の
み
な
さ
ん
と
大
学
が
密
接
に

な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
地
域
お
こ
し
や

課
題
研
究
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
大
学
に
は
図
書
館
（
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

や
食
堂
も
あ
り
、
一
般
の
み
な
さ
ん
も
利
用
し
て

も
ら
え
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
よ
く
市
内
の
ま
ち
歩
き
を
し
て
い
ま
す
。
店
の

人
た
ち
も
優
し
く
て
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

●
福
知
山
は
食
材
の
宝
庫
な
の
で
、
食
べ
ま
わ
れ

る
ス
ポ
ッ
ト
が
増
え
て
「
お
い
し
い
食
べ
物
の
ま

ち
」
と
し
て
発
展
し
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
た
交
流
で
も
よ
い
の
で
、

「
産
・
官
・
学
」
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
が
元
気

に
な
る
よ
う
な
企
画
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
豊
岡
市
出
身
で
す
が
、
福
知
山
は
と
て
も
魅
力

的
で
楽
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
私
の
出
身
地
に
も
遊
び

に
来
て
、
一
緒
に
北
近
畿
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

経
営
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
食
物
な
ど
の
書
物
約
６
万
５
０
０
０
冊
を
一
般
に
も
閲
覧
・
貸
出
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。事
前
登
録
制（
１
年
間
有
効
、一
般
１
０
０
０
円
・
高
校
生

３
０
０
円
）　

利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
土
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
。日
・
祝
日
は
休
業
。学
生
休
暇
期
間
は
変
動
あ
り
）　

■
成
美
大
学（
℡　

‐
７
１
０
０
・　
　

‐
７
１
７
０
）

２４

ＦＡＸ
２４

成
美
大
学
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

「第８回 芙  蓉  祭 」×「ボンチフェスタ」
ふ よう さい

と　き　１０月２７日（土）、２８日（日）
　　　　午前１０時～午後６時
ところ　成美大学キャンパス（西小谷ケ丘）
　　※２８日（日）夜は、フィナーレを飾る
　　打ちあげ花火「芙蓉の花火」もあります！

今年のスローガンは「どっこいせ！」、福知山踊り
のよさこいバージョンの発表も企画中です。
● ＧＯＫＩＧＥＮ 　 ＳＯＵＮＤ ライブ（ 湘  南  乃  風 など

ゴ　キ　ゲ　ン サ　　ン しょう なん の かぜ

　のアーティストと活躍中）
● 日  比  直  博 ライブ

ひ び なお ひろ

●アマチュアバンド、ＤＪ、ストリートダンス
　発表
●飲食物などの模擬店
●このほか、市内高校生のイベントや、とれた
　て野菜販売など盛りだくさん！

と　き　第１回　１０月１４日（日）
　　　　第２回　１１月１１日（日）
　　　　いずれも午前１１時～午後３時
ところ　成美大学４号館（西小谷ケ丘）
対　象　高校生、保護者、進路担当の先生など
参加無料・申込不要。
　当日は福知山駅南口から送迎バスを午前１０
時１０分から３０分間隔で運行します。
●進学コンサルタント会社による「近年の大
　学・短大卒の就職傾向」の講演
●京都ジョブパークによる「地元就職の素晴
　らしさ」の講演
●卒業生によるパネルトーク
●模擬授業・テーマ
　・１０月１４日（日）「アニメがまちを元気にし
　　た！」「医療福祉分野の情報活用」
　・１１月１１日（日）「公務員・警察官・消防官に
　　なるために」「病院に就職するために」
●このほかキャンパスツアーなど
問い合わせ　成美大学（℡２４-７１００・FAX２４-７１７０）

フ
ォ
ー
テ
ィ
エ
イ
ト
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昨
年　

月
か
ら「
ま
ち
な
か
バ
ス
を
考
え

１１

る
市
民
会
議
」な
ど
で
議
論
い
た
だ
き
ま
し

た「
ま
ち
な
か
循
環
路
線
バ
ス
」が
、　

月
１

１０

日（
月
）か
ら
南
ル
ー
ト
の
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、今
年
４
月
か
ら
運
行
し
て
い

る
北
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
、新
車
両
に
一
新
し
、

誰
も
が
使
い
や
す
い「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
」を
採
用
し
た
低
床
の
小
型
バ
ス
で
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。便
利
に
な
っ
た「
ま
ち
な

か
循
環
路
線
バ
ス
」を
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
利
用
者
の
声

・
毎
日
同
じ
時
間
に
来
る
の
で
、
買
い
物
を

す
る
の
に
も
便
利
で
す
。

・
自
分
の
車
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

・
ダ
イ
ヤ
が　

分
間
隔
な
の
で
わ
か
り
や
す

30

い
で
す
。

・
便
利
だ
な
と
思

い
ま
す
し
、
乗
客

が
少
な
い
の
を
見

か
け
る
と
も
っ
た
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

・
今
後
は
午
後
７

時
頃
ま
で
走
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
も
と
に
、

こ
れ
か
ら
も
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め

ま
す
。

もっと身近に！もっと身近に！
もっと便利に！もっと便利に！

新
車
両
の
愛
称
と
ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ザ
イ

ン
決
定
！

　
「
ま
ち
な
か
循
環
路
線
バ
ス
」の
愛
称
と

ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
を
、７
月　

日
か
ら

２５

８
月　

日
ま
で
募
集
し
た
結
果
、み
な
さ

２４

ん
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
と

の
思
い
を
込
め
て
、愛
称
を「
ド
ッ
コ
イ
セ
バ

ス
」に
、ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
は
上
記
の
デ

ザ
イ
ン
に
決
定
し
、　

月
１
日
か
ら
北

１０

ル
ー
ト
で
使
用
の
新
車
両
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し

て
運
行
を
始
め
ま
し
た
。

 
問
い
合
わ
せ 　

生
活
交
通
課（
℡　
２４

‐
７
０
２
０
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

�
岡
ノ
二
町 

�
市
役
所
前 

�
中
央
通
り 

�
ア
オ
イ
通
り 

�
保
健
セ
ン
タ
ー
前 

�
西
本
町 

�
京
都
ル
ネ
ス
病
院
前 

	
南
陵
下 



自
衛
隊
下 

�
南
　
岡 

�
緑
ケ
丘 


旭
が
丘 

�
陵
北
町 

�
福
知
山
駅
東
口 

�
�
福
知
山
駅 

�
総
合
庁
舎
前 

�
フ
レ
ス
ポ
福
知
山
前 

�
羽
　
合 

�
高
　
貝 

�
上
羽
合 

�
矢
見
所 

�
向
　
野 

�
末
広
町
五
丁
目 

�
篠
尾
新
町 

�
市
民
病
院 

�
室
新
田 

�
福
知
山
駅
南
口 

�
広
峯
古
墳
記
念
公
園
前 

�
広
峯
団
地
前 

 
つ
つ
じ
が
丘 

!
末
広
町
五
丁
目 

"
篠
尾
新
町 

#
丘
児
童
セ
ン
タ
ー
前 

$
夕
陽
が
丘 

%
正
明
寺
六
反
田 

&
室 

おとな 

均一運賃 
200円 

南ルート 

小学生以下 

均一運賃 
100円 

購
入
日
に
、
ま
ち
な
か
循
環
路
線
バ
ス
の
北
ル
ー
ト
・
南
ル
ー
ト
に
何
回
で
も
乗
降
で
き
る
乗

車
券
で
す
。
ま
ち
な
か
循
環
路
線
バ
ス
の
車
内
で
購
入
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
得
な
１
日
乗
車
券
あ
り
ま
す

一
日
何
度
で
も

乗
降
可
能
！

お
と
な　
　

3
0
0
円

小
学
生
以
下
1
5
0
円
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本
市
で
は
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
酒
呑
童
子
」
と
ゆ
か
り

の
あ
る
「
金
太
郎
」
の
生
誕
地　

静

岡
県
「
小
山
町
」
と
、
昭
和　

年
５

５７

月
か
ら
大
江
地
域
を
中
心
に
「
全
国

鬼
サ
ミ
ッ
ト
」
や
「
大
江
山
酒
呑
童

子
祭
り
」
な
ど
で
観
光
友
好
交
流
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
長
年
の
交
流
が
結
実

し
、
福
知
山
市
市
制　

周
年
・
小
山

７５

町
町
制
１
０
０
周
年
と
い
う
、
双
方

に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
本
年
に
「
観

光
友
好
都
市
提
携
」「
災
害
時
に
お
け

る
相
互
応
援
協
定
」
を
９
月　

日
２１

（
金
）小
山
町
役
場
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
締
結
を
契
機
に
、
市
民
レ

ベ
ル
で
の
交
流
の
輪
が
さ
ら
に
大
き

く
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

▼
観
光
友
好
都
市
提
携

　

昭
和　

年
５
月
か
ら
の
縁
に
よ
り
、

５７

観
光
産
業
分
野
で
の
地
域
交
流
を
と

お
し
て
相
互
に
友
好
親
善
を
図
り
、

住
民
福
祉
の
向
上
と
地
域
社
会
の
発

展
に
役
立
て
ま
す
。

▼
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定

　

い
ず
れ
か
の
市
町
域
で
大
規
模
災

害
（
災
害
対
策
基
本
法
第
２
条
第
１

号
規
定
）
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害

を
受
け
た
市
町
の
要
請
で
、
応
急
対

策
と
復
旧
対
策
に
か
か
る
災
害
時
の

相
互
応
援
を
行
い
ま
す
。

■
観
光
振
興
課
（
℡　

‐
７
０
７
６
・

２４

　
　

‐
４
４
４
０
）

ＦＡＸ
２４

■
危
機
管
理
室
（
℡　

‐
７
５
０
３
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

　

今
後
も
、
小
山
町
と
の
交
流
を
通

し
て
絆
を
深
め
、
双
方
の
住
民
の
安

心
・
安
全
の
く
ら
し
の
実
現
・
地
域

社
会
の
発
展
に
努
め
ま
す
。

※市のホームページ（市長室） 
　で閲覧できます。 

９
月
１
日（
土
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
会
に

大
呂
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
に
出

か
け
た
。

　

行
き
は
福
知
山
駅
か
ら
下
天
津

駅
ま
で
Ｋ
Ｔ
Ｒ
宮
福
線
を
利
用
し

た
。

　

午
後
４
時　

分
頃
に
宮
津
行
き

２０

の
列
車
に
乗
車
。車
窓
か
ら
見
る
沿

線
の
風
景
が
秋
の
訪
れ
を
感
じ
、一

時
で
は
あ
っ
た
が
私
の
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
乗
客
は
私
を
含
め　

人
１０

程
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
う
。

　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
宮
福
線
は
京
都
府
北
部
住
民
の
長

年
の
悲
願
と
し
て
昭
和　

年
７
月
に
開
業
し

６３

た
も
の
の
、
近
年
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
。

　

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
Ｋ
Ｔ
Ｒ

を
地
域
に
密
着
し
た
鉄
道
�
マ
イ
レ
ー
ル

ウ
ェ
イ
�
と
し
て
守
り
育
て
て
も
ら
う
た
め

積
極
的
な
利
用
促
進
を
お
願
い
し
た
い
。

小山町のご紹介　小山町は静岡
県の最北東に位置する人口２万
１７７人（平成２４年９月現在）の
まち。富士山のあるまちとして、
富士スピードウェイなどの観光
スポットで有名です。また、酒呑
童子伝説に登場する 源  頼  光 の

みなもと のらい こう

四天王のひとり 坂  田  金  時 （金太
さか たの きん とき

郎）生誕地として知られています。

「「酒酒呑呑童童子子」」とと「「金金太太郎郎」」がが最最強強タタッッググ！！
しゅ てん どう じ きん た ろう

締結証書を取り交わす 込  山  正  秀 小山町長（左）と福知山市長（右）
こみ やま まさ ひで

金太郎生誕のまち 小山町

「
観
光
友
好
都
市
提
携
」

「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」

 
静  
岡  
県  
小  
山  
町 
と
締
結

し
ず 
お
か 
け
ん 
お 
や
ま 
ち
ょ
う

小山町章
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１　

日
本
と
福
知
山
市
の
高
齢
化
の
実
態

【
日
本
の
現
状
と
将
来
予
測
】

　

日
本
の
人
口
は
、
平
成　

年
（
２
０
０

１６

４
年
）
の
１
億
２
７
７
９
万
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
を
は
じ
め
ま
し
た
。
一
方
、　

歳
６５

以
上
の
高
齢
化
率
は
、
推
計
に
よ
る
と
平

成　

年
（
２
０
１
３
年
）
に
は　

・
２
％

２５

２５

で
総
人
口
の
４
人
に
１
人
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
い
平
均
寿
命
に
加
え
、
少
子

化
が
大
変
な
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
い
る

こ
と
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。

【
福
知
山
市
の
現
状
と
将
来
予
測
】

　

本
市
の
人
口
は
、
平
成　

年
の
１
市
３

１８

町
の
合
併
に
よ
り
、
８
万
人
を
超
え
ま
し

た
。
そ
の
後
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
高
齢
者
の
人
口
は
増
加
を
続
け
、

平
成　

年
度
に
は
高
齢
化
率
は
、　

％
に

２６

２８

な
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
本
市
の
場
合
、

高
齢
化
率
の
高
さ
は
、
若
者
が
市
外
に
流

出
し
て
し
ま
う
こ
と
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。

 

２　

介
護
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
動
き
と

　
　

介
護
保
険
制
度
の
導
入

【
介
護
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
動
き
】

　

わ
が
国
で
は
、
昭
和　

年
（
１
９
６
３

３８

年
）
に
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、

介
護
は
主
に
家
族
が
担
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
家
族
が
介
護
に
疲
れ
果
て
た

り
、
ま
た
、
老
人
病
院
が
社
会
的
入
院

（
家
族
に
介
護
力
が
な
い
た
め
退
院
で
き

な
い
状
態
が
続
く
こ
と
）
を
引
き
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
長
く
続
き
ま
し
た

が
、
平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）
に
国
が

策
定
し
た
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
な
ど
に
よ
り
、

必
要
な
施
設
整
備
や
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
）
を
育
成
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

【
介
護
保
険
制
度
の
導
入
】

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
、
平
成　
１２

年
（
２
０
０
０
年
）
に
介
護
が
必
要
な
人

を
社
会
全
体
で
支
え
る「
介
護
保
険
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
国
や
自
治
体
が
一
方
的

に
サ
ー
ビ
ス
を
決
め
る
「
措
置
制
度
」
で

し
た
が
、介
護
保
険
で
は
、利
用
者
が
サ
ー

ビ
ス
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
に
よ
り
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
１
割
の
自
己
負
担
で
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
人
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

も
に
飛
躍
的
に
増
加
し
、
そ
れ
に
よ
り
、

以
前
に
比
べ
る
と
、
家
族
の
負
担
が
減
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３　

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み　
　
　
　

【
介
護
保
険
の
申
請
は
？
】

　

介
護
が
必
要
に
な
れ
ば
、
市
の
高
齢
者

福
祉
課
の
窓
口
に
介
護
保
険
証
を
持
参
し
、

要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
申
請
は
利
用
者
本
人
、
家
族
ま
た
は

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
代
行
し
て
も
ら

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

認
定
審
査
の
結
果
、
介
護
が
必
要
と
判

定
さ
れ
れ
ば
、
介
護
度
（
支
援
度
）
に
応

じ
て
決
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
量
の
範
囲
内

で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
介
護
保
険
の
利
用
は
？
】

　

介
護
認
定
を
受
け
る
と
、
次
に
ケ
ア
プ

ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
計
画

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策
定
は
、
本
人
で
も
で
き

ま
す
が
、
専
門
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

な
ど
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
依
頼
す
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
が
で
き
る
と
、
そ
の
計
画

に
基
づ
き
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
齢
社
会
と
介
護
保
険
制
度
① 

　

日
本
の
高
齢
化
は
、
世
界
で
も
例
を
み
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
そ
の
結
果
、
高
齢
者

の
介
護
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
同
じ
く
本
市
の
高
齢
化
も
急
速
に
進

ん
で
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て　

年
以
上
が
た
ち
ま
し
た
が
、ま
だ
制

１０

度
の
理
解
は
十
分
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
今
月
号
か
ら
１
年
間
に
わ
た
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
中
心
に
、
介
護
保

険
の
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。

福知山市の総人口・高齢者（被保険者）人口 
および高齢化率の将来推計 

120,000 

100,000 

80,000 

60,000 

40,000 

20,000 

0

81,411

20,785

■ 総人口　　　■ 高齢者（被保険者）人口　　　―▲　高齢化率 

25.5

81,612

21,247

26.0

80,585

21,565

26.8

79,977

21,883

27.4

79,370

22,201

28.0

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

（人） 

50.0 

40.0 

30.0 

20.0 

10.0 

0.0

（％） 
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【
介
護
保
険
制
度
】

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
９
割

は
介
護
保
険
か
ら
出
て
お
り
、
残
り
１
割

を
利
用
者
が
負
担
し
ま
す
。
介
護
保
険
分

の
財
源
は
、
半
分
が
税
金
、
半
分
が
保
険

料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
に
つ
い

て
は
、　

歳
以
上
の
人
で
負
担
し
、
こ
の

４０

う
ち　

歳
以
上
の
人
の
保
険
料
は
本
市
で

６５

保
険
料
額
を
決
定
し
、
市
に
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

 

　

こ
れ
か
ら
毎
月
シ
リ
ー
ズ
で
介
護
保
険

制
度
の
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。
お
知
り

に
な
り
た
い
内
容
な
ど
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

来
月
号
で
は
、
あ
ら
た
め
て
、
介
護
保

険
制
度
の
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
℡　

‐
２４

７
０
１
３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

契 

約 

約 

契 

介護保険を利用するとき 
欠かせないのは 

サービスを提供する 
事務所 

ケアマネジメント 
事務所 

の3つの「ケ」 

ケアマネジャー 

ケアプラン 

契　約 

介護保険を使える 条  件 
条件1 

①６５歳以上であること 

②要介護１～５または要
支援１、２と認定される
こと 

条件2 
①４０～６４歳であること 

②特定疾病 
（末期がん、関節リウマチ、
筋萎縮性側索硬化症、
後縦靱帯骨化症、骨折を
伴う骨粗鬆症、初老期に
おける認知症、パーキン
ソン病関連疾患、脊髄小
脳変性症、脊柱管狭窄症、
早老症、多系統萎縮症、
糖尿病性神経障害や糖
尿病性腎症および糖尿
病性網膜症、脳血管疾患、
閉塞性動脈硬化症、慢
性閉塞性肺疾患、両側
の膝関節または股関節
に著しい変形を伴う変
形性関節症） 
　によって介護が必要と
認められること 

③要介護１～５または要
支援１、２と認定される
こと 

平成24年10月1日　組織機構を改正しました 平成24年10月1日　組織機構を改正しました 平成24年10月1日　組織機構を改正しました 
　松山市長がマニフェストに掲げた重要施策を機動
的に実行できる体制を整備するために、機構改革を
行いました。
主な改正点
●企画政策部

●地域振興部　個性、特性を活かした地域づくりを
総合的・戦略的に展開する体制を市域全体で構築す
るために、支所を総務部から移管するとともに、名
称を企画政策部から地域振興部に変更しました。
●総務部　「e‐ふくちやま」整備事業のハード整
備完了に伴い、地域情報・行政情報業務を担当する
情報推進課を、管理部門である総務部に移管し、危
機管理室との連携を強化します。
●財務部　工事などの契約と公有財産の利活用にか
かる業務分担を明確化し、公契約条例の制定・資産
の売却などを促進します。管財契約課を契約監理課
に名称変更し、管財係を資産活用課に移管します。
このほかの部・課については変更はありません。

（旧）
企画政策部

まちづくり推進課

情報推進課

観光振興課

スポーツ振興課

総務部

危機管理室

総務課

職員課

三和支所

夜久野支所

大江支所

財務部

管財契約課

資産活用課

財政課

税務課

■職員課（℡２４-７０３４・ＦＡＸ２３-６５３７）

（新）
地域振興部

まちづくり推進課

三和支所

夜久野支所

大江支所

観光振興課

スポーツ振興課

総務部

危機管理室

総務課

職員課

情報推進課

財務部

契約監理課

資産活用課

財政課

税務課

▲
▲

▲

▲

▲

▲
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今日から実践！ 

3R!!

ど
う
や
っ
て
減
ら
す
の
？ 

こ
の
3
Ｒ
を
み
ん
な
が
心
が
け
る
こ
と
で
、 

ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
！
 

①
Ｒe

d
u
c
e

（
リ
デ
ュ
ー
ス
） 

　
ま
ず
は
ご
み
に
な
る
も
の
を
買
わ
な
い
、
も
ら
わ
な

い
。
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
い
、
レ
ジ
袋
、
過

剰
包
装
は
お
断
り
！ 

②
Ｒe

u
s
e

（
リ
ユ
ー
ス
） 

　
使
い
捨
て
で
は
な
く
、
く
り
返
し
使
え
る
も
の
を
選

ぶ
。
詰
め
替
え
容
器
を
利
用
す
る
。
洗
っ
て
、
直
し
て

再
利
用
！ 

③
Ｒe

c
y
c
le

（
リ
サ
イ
ク
ル
） 

　
正
し
く
分
別
！
家
庭
か
ら
出
る
再
利
用
可
能
な
容
器

包
装
を
「
キ
チ
ン
と
分
け
る
」
こ
と
で
、
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
を
可
能
に
！ 

　
本
市
で
は
「
限
り
あ
る
資
源
の
効
果
的
な
活
用
」
を

め
ざ
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
み
の
分
別
を
ご
協
力

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化（
３
Ｒ
）

の
推
進
と
埋
立
処
分
場
の
延
命
化
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
ご
み
を
分
別
し
て
資
源
に
す
る
こ
と
は
、
地
球
規
模

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
問
題
、
環
境
破
壊
の
問
題
ま
で

解
決
す
る
こ
と
が
出
来
る
方
法
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
ご
み
の
分
別
・
資
源
化
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

プラ 

ペットボトル 

容器包装 

プラスチック40%

紙 19%
ガラス 1%
金属 2%

（内訳：「プラ」＝約2/3 
  ペットボトル＝約1/3） 

62%

容器包装以外 
38%

ごみの埋立て処分場は 
どんどん足りなくなってくるし、 

なんとかしてごみを 
減らさないと！ 

そこで3Ｒ 
の出番！！ 

家庭から出るごみの内訳（容積比） 
容器包装廃棄物の使用・排出実態調査より（平成20年度） 

考
え
て
み
よ
う
、「
ご
み
」の
こ
と
！ 

3Ｒって 
なんだろう？ 

スリーアール 

　

４
人
家
族
な
ら
、
だ
い
た
い
２
・
８

㌔
㌘（
全
国
平

均
）。
４
・
２
日
で
東
京
ド
ー
ム
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て

し
ま
う
量
が
、
日
本
中
の
家
か
ら
出
て
き
ま
す
。

　

飲
み
終
わ
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ガ
ラ
ス
び
ん
、
食

品
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
空
き
箱
、
包
み
紙
、
ス
ー
パ
ー
の

空
き
ト
レ
イ
、
レ
ジ
袋
、
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
の
空
き

ボ
ト
ル
…

　

そ
う
！
実
は
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の　

％（
容
積
比
）

６０

が
、
入
れ
物
や
包
む
物
な
ど
の
「
容
器
」
や
「
包
装
」
に

使
わ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
家
か
ら
は
毎
日
ど
れ
く
ら

い
の「
ご
み
」が
出
る
の
で
し
ょ
う
か
？

な
ん
で
こ
ん
な
に
多
い
の
？

　１年間で家庭から排出され
る生活系ごみは東京ドーム約
８７杯分にあたる３，０１８万 ㌧。
だから、４．２日（３６５日÷８７杯）
で一杯になる計算。
　
※「日本の廃棄物処理　平成
２２年度」などの環境省デー
タより抜粋

http://www.env.go.jp/recycle/
waste_tech/ippan/h22/data/ 
disposal.doc
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環
境
パ
ー
ク
で
は
、
以
前
よ
り
市
民
の

み
な
さ
ん
、
事
業
所
に
対
し
て
危
険
ご
み

（
ス
プ
レ
ー
缶
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
）
の
正

し
い
出
し
方
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
ご
み
が
原
因
と
思

わ
れ
る
ご
み
処
理
施
設
の
火
災
事
故
な
ど

が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

施
設
の
損
壊
は
も
と
よ
り
、
日
々
の
ご

み
処
理
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
も
な
る

た
め
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を

正
し
く
分
け
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
環
境
政
策
室

（
℡　

－

１
８
２
７
・　
　

－

４
８
８
１
）

２２

ＦＡＸ
２２

お願い
 

お願い
 

危
険
ご
み
の
正
し
い
出
し
方 
危
険
ご
み
の
正
し
い
出
し
方 

 頻  発 するごみ処理施設での火災事故
ひん ぱつ

①
中
の
ガ
ス
を
出
し
切
る（
使
い
切
る
）

▼
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
シ
ュ
ー
ッ
と
い
う
音

が
し
な
く
な
る
ま
で
ス
プ
レ
ー
ボ
タ
ン
を

押
す
。
中
身
排
出
機
構
が
あ
る
場
合
は
、

ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
・
ボ
タ
ン
な
ど
を

使
っ
て
中
身
を
出
し
切
る
。

▼
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、
カ
セ
ッ
ト
こ
ん

ろ
で
最
後
ま
で
使
い
切
る
。

※
使
い
切
れ
な
い
も
の
や
処
理
の
方
法
の

質
問
は（
社
）日
本
ガ
ス
石
油
機
器
工
業
会

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
お
客
様
セ
ン
タ
ー
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
℡
０
１
２
０－

１
４－

９

９
９
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
式
ボ
ン
ベ
だ

け
を
ま
と
め
て
、
中
身
の
見
え
る
袋
に
入

れ
る

③
空
き
缶
の
収
集
日
に
出
す

※
注
意　

燃
や
さ
な
い
ご
み
袋
に
は
一
緒

に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
中
の
ガ
ス
を
出
し
切
る（
使
い
切
る
）

▼
ラ
イ
タ
ー
は
、
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下

げ
て
、
輪
ゴ
ム
や
テ
ー
プ
で
固
定
し
、
半

日
か
ら
一
日
置
い
て
お
く
。

②
ラ
イ
タ
ー
だ
け
を
ま
と
め
て
、
中
身
の

見
え
る
袋
に
入
れ
る

③
燃
や
さ
な
い
ご
み
の
日
に
出
す

※
注
意　

燃
や
さ
な
い
ご
み
袋
に
は
一
緒

に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
福
知
山
市

の
家
庭
ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
」

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。（
お
持
ち
で
な
い
人

は
環
境
政
策
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
式
ボ
ン

ベ
の
出
し
方

ラ
イ
タ
ー
の
出
し
方

再
生
資
源
物
の

持
ち
去
り
は
禁
止
で
す

　

本
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
再

生
資
源
物
の
「
空
き
缶
」「
空
き
び
ん
」

「
ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」「
紙
パ
ッ
ク
」「
ダ
ン

ボ
ー
ル
」「
新
聞
」「
雑
誌
」「
衣
類
」
を

収
集
し
て
、
そ
の
売
却
益
を
環
境
パ
ー
ク

ご
み
処
理
施
設
の
運
営
や
ご
み
収
集
の

費
用
に 
充 
て
て
い
ま
す
。

あ

　

再
生
資
源
物
の
所
有
に
関
す
る
権
利

は
「
福
知
山
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
（
第
８
条
の
３
）」
に
よ

り
市
に
帰
属
し
て
お
り
、
持
ち
去
る
行
為

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
通
報
や
「
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
、

未
然
に
防
止
す
る
よ
う
対
策
を
と
っ
て

い
ま
す
が
、
万
が
一
、
持
ち
去
る
行
為
を

発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
環
境
政
策
室
（
℡

　

－

１
８
２
７
・　
　

－

４
８
８
１
）
ま

２２

ＦＡＸ
２２

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
業
系
ご
み
の

分
別
の
お
願
い

　

事
業
所
や
事
業
か
ら
発
生
す
る
ご
み

は
、
地
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
分
別
を
し
た
う
え

で
、
環
境
パ
ー
ク
ま
で
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
農
業
に
関
わ
る
ご
み
も

「
事
業
系
ご
み
」
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
環
境
政
策
室
（
℡　

－

１

２２

８
２
７
・　
　

－

４
８
８
１
）
ま
で
。

ＦＡＸ
２２

本
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
」
の
理
念
で
、
資
源
の
有
効
利
用
を
す
す
め
ま
す
。

火の気のない、風通しのよい
屋外で行ってください。　　

（社）日本喫煙具協会より
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虐
待
に
よ
っ
て
障
害
の
あ
る
人

の
権
利
や 
尊  
厳 
が
お
び
や
か
さ
れ

そ
ん 
げ
ん

る
こ
と
を
防
ぐ
法
律「
障
害
者
虐

待
防
止
法
」が　

月
１
日
に
施
行

１０

さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
の
あ
る
人
へ
の
虐
待
を
な

く
し
、「
虐
待
さ
れ
る
人
」「
虐
待
し

て
し
ま
う
人
」の
両
方
を
救
う
た

め
に
、虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
、た

め
ら
わ
ず
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

 
連 
絡 
先

●
福
知
山
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー（
社
会
福
祉
課
内　

℡　
２４

‐
７
０
１
７
・　
　

‐
９
０
７
３
）

ＦＡＸ
２２

●
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
と

も
」（
℡　

‐
１
２
４
５
・　
　

‐

２３

ＦＡＸ
２２

９
１
５
０
）

●
障
が
い
児
・
者
地
域
・
家
庭
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー「
て
く
て
く
」（
℡

　

‐
３
３
３
６
・　
　

‐
２
０
７

５８

ＦＡＸ
５８

５
）

●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ふ

き
の
と
う
」（
℡　

‐
１
４
１
７
・

２４

　
　

‐
０
７
５
２
）

ＦＡＸ
２４

●
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
青
空
」（
℡　

‐
４
４
３
９
・　
　

２４

ＦＡＸ
２４

‐
４
４
５
９
）

 
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
（
℡　

‐
７
０
１
７
・

２４

　
　

‐
９
０
７
３
）

ＦＡＸ
２２

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
、平
成　

年
２
月
に
は
ば

２５

た
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
を

計
画
し
て
い
ま
す
。各
地
域
で
活

動
さ
れ
て
お
り
、趣
旨
に
賛
同
い

た
だ
け
る
み
な
さ
ん
、ぜ
ひ
実
行

委
員
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。団

体
、個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。

 
実
行
委
員
会
の
内
容 　

は
ば
た

き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
企
画
・
準

備
運
営
。（
実
行
委
員
会
を
３
〜
４

回
開
催
し
ま
す
。）

第　

回
は
ば
た
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

１５
ル
全
体
会

 
と　
　

き 　

平
成　

年
２
月　

２５

２４

日（
日
）

 
と 
こ 
ろ 　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

（
内
記
三
丁
目
）

 
テ 
ー 
マ 　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

の
推
進

 
講　
　

師 　
 
小  
崎  
恭  
弘 
さ
ん

こ 

ざ
き 
や
す 
ひ
ろ

（
神
戸
常
磐
大
学
准
教
授
）

※
全
体
会
の
ほ
か
、「
は
ば
た
き

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
期
間
事
業
」と

し
て
、市
内
各
所
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

 
申
込
方
法 　
　

月　

日（
金
）ま

１１

３０

で
に
、電
話
・
フ
ァ
ク
ス
、ま
た
は

直
接
、人
権
推
進
室
男
女
共
同
参

画
推
進
係（
℡　

‐
７
０
２
２
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）ま
で

ＦＡＸ
２３

障
害
者 
虐  
待 
防
止
法
が

ぎ
ゃ
く 
た
い

施
行
さ
れ
ま
し
た

人
権
・
子
育
て 
人
権
・
子
育
て 

昨年の様子　パパの井戸端会議

第　

回
は
ば
た
き
フ
ェ
ス

１５
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
募
集
！

オレンジリボンは子
ども虐待防止のシン
ボルマークです

 島  田  妙  子 さんプロフィール
しま だ たえ こ

幼少期の過酷な体験、両親の離婚・再婚、養護施設
の生活や義母と実父による壮絶な虐待を経験しな
がらも、『経験は財産なり』、『関心が高まれば、子ど
もだけでなく親も救える』と、自伝をもとにテレビ
や新聞だけでなくさまざまな方面で活躍中。

と　き　１１月３日（土・祝）　午後２時～４時

ところ　市民会館ホール（内記三丁目）

講　師　（株）イージェット代表　 島  田  妙  子 さん
しま だ たえ こ

共　催　福知山市要保護児童対策地域協議会

　　　　京都府中丹西保健所

　　　入場料　無料

　　　　※事前申し込みは不要です。直接会場にお越し

　　　　　ください。

　　　　※保育ルームがあります（要連絡）

　　　問い合わせ　子育て支援課家庭支援係

　　　　　　　　　（℡２４-７０６６・ＦＡＸ２３-６５３７）

子育て講演会
　テーマ

　『幸せって何だっけ ?』
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市
で
は
、
妊
婦
や
そ
の
家
族
が
、

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
教
室
を
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。

夫
婦
や
家
族
で
協
力
し
て
出
産
・

育
児
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
１

回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。
夫
に
は
妊
婦

体
験
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
体
験
も

あ
り
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
な
ど

い
ず
れ
も
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
北
本
町
二
区
）

▼
妊
娠
中
の
過
ご
し
方

　

月　

日（
木
）午
前
９
時
〜　

時

１０

１１

１１

　

分
３０・

妊
娠
の
経
過
と
夫
の
役
割
、
妊

娠
中
の
栄
養
と
食
事
の
話
、
試
食
、

卒
煙
相
談

・
先
輩
の
パ
パ
と
マ
マ
、
赤
ち
ゃ

ん
と
の
交
流
会

※
母
子
健
康
手
帳
と
「
妊
婦
さ
ん

の
食
事
ガ
イ
ド
」（
無
い
人
は
当
日

配
布
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
出
産
に
向
け
て

　

月　

日（
月
）午
後
１
時
〜
４
時

１１

１９

・
お
産
の
徴
候
と
夫
の
役
割
、
入

院
準
備
、
妊
婦
体
操
、
乳
房
の
手

入
れ
、
卒
煙
相
談

※
動
き
や
す
い
服
装
で
、
母
子
健

康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
対
象
は
出
産
予
定
日
が
平
成　
２５

年
４
月
８
日
ま
で
の
人
で
す
。
そ

の
ほ
か
の
人
は
見
学
と
な
り
ま
す
。

▼
産
後
に
つ
い
て

　

月　

日（
土
）午
後
１
時
〜
４
時

１２

１５

・
産
後
の
過
ご
し
方
・
赤
ち
ゃ
ん

の
お
風
呂
の
入
れ
方

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

選
び
方
・
付
け
方

※
母
子
健
康
手
帳
と
「
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」（
無
い

人
は
当
日
配
布
）、エ
プ
ロ
ン
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。　

 
対　
　

象 　

本
市
在
住
の
妊
婦

と
夫
・
家
族
（
妊
婦
の
み
夫
の
み

で
も
可
）

 
定　
　

員
各
回　

組
（
先
着
順
）

２５

 
申
込
方
法 　

教
室
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

健
康
推
進
室
母
子
保
健
係
（
℡　
２３

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５
９
９
８
）

ＦＡＸ
２３

ま
で

※
１
月
以
降
の

日
程
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

月
〜　

月「
パ
パ
・
マ
マ
学
級
」

１０

１２

参
加
者
募
集（
全
３
回
シ
リ
ー
ズ
）

　

本
市
で
は
、
外
国
籍
の
人
も
同
じ
地

域
の
住
民
と
し
て
互
い
に
認
め
合
い
、

共
に
地
域
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
「
多

文
化
共
生
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
外
国
籍
の
人
た
ち
が
日
本

で
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、
人
種
や
言
語
、
宗

教
、
習
慣
な
ど
の
違
い
か
ら
く
る
偏
見
や
誤
解

な
ど
に
よ
り
、
人
権
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

国
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
習
慣
や
考
え
方
、

価
値
観
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
お
互
い
に

理
解
尊
重
し
な
が
ら
、
共
に
社
会
の
一
員
と
し

て
暮
ら
し
て
い
く
姿
勢
が
大
切
で
す
。

　

市
と
国
際
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
は
、

互
い
の
文
化
を
尊
重
し
て
交
流
を
深
め
る
事

業
と
し
て
、
今
年
５
月
に
開
催
の
地
域
づ
く
り

イ
ベ
ン
ト
「
大
江
町
毛
原
の
棚
田
『
t
a
i
k

a
n
』
ツ
ア
ー
」
に

参
加
し
、
成
美
大
学

の
留
学
生
や
福
知

山
高
等
学
校
の
交

換
留
学
生
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
田
植

え
を
通
じ
て
、
文
化

の
違
い
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。

　

外
国
籍
の
皆
さ
ん
が
地
域
住
民
と
し
て
共

生
す
る
う
え
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

は
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
学
校
内
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
一
員

と
し
て
外
国
籍
の
人
を
支
援
で
き
る
人
材
に

育
て
る
た
め
、
児
童
・
生
徒
へ
の
言
語
学
習
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
養
成
す
る

講
座
で
す
。
受
講
無
料

 
と
き
・
と
こ
ろ

　

月　

日（
土
）、　

日（
土
）

１１

１０

１７・
舞
鶴
西
総
合
会
館（
舞
鶴
市
）

　

月
１
日（
土
）綾
部
市
I
・
T
ビ
ル（
綾
部
市
）

１２
　

月
８
日（
土
）市
民
会
館　

号
室（
内
記
三
丁
目
）

１２

３１

い
ず
れ
も
午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時　

分

１０

４５

４５

 
申
込
・
問
い
合
わ
せ 　

公
益
財
団
法
人
京
都

府
国
際
セ
ン
タ
ー（
℡
０
７
５
‐
３
４
２
‐
５

０
０
０
・　

０
７
５
‐
３
４
２
‐
５
０
５
０
）

FAX

ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
℡　

‐
７
０
３
３
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

FAX
２３

　

同
じ
地
域
の
住
民
と
し
て
、
誰
も
が

生
き
生
き
と
輝
い
て
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
み
ん
な
で
進
め
ま
し
ょ
う
。

人権シリーズ

文
化
・
習
慣
の
違
い
を
理
解
し
、尊
重
を

　

〜
多
文
化
共
生
〜　

「
外
国
に
つ
な
が
る
児
童
・
生
徒
の
日
本
語
・

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

５月１３日（日）大江町毛原にて



12H24（2012）．10．1　広報ふくちやま

　

京
都
府
で
は
「
地
域
医
療
の
現

状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
、
身
近
な
医
療
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で

も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　
　

月
３
日（
土
）

１１

午
後
１
時
〜
４
時
・
ホ
テ
ル
ロ
イ

ヤ
ル
ヒ
ル
福
知
山
（
土
師
新
町
）

 
内　
　

容 

第
１
部　

基
調
講
演

市
民
病
院
院
長
・
病
院
事
業
管
理

者　
 
香  
川  
惠  
造 
さ
ん

か 

が
わ 
け
い 
ぞ
う

第
２
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

福
知
山
医
師
会
会
長　
 
高  
尾  
嘉  
興 

た
か 

お 

よ
し 
お
き

さ
ん
、市
民
病
院
医
師　
 
川  
島  
篤 

か
わ 
し
ま 
あ
つ

 
志 
さ
ん
、京
丹
後
市
訪
問
看
護
ス

しテ
ー
シ
ョ
ン　
 
森  
岡  
絹  
恵 
さ
ん
・

も
り 
お
か 
き
ぬ 

え

 
小  
森  
弘  
子 
さ
ん
、市
民
代
表
の
み

こ 

も
り 
ひ
ろ 

こ

な
さ
ん

 
申
込
方
法　
　

月　

日（
金
）ま

１０

１９

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
京

都
府
医
療
課（
℡
０
７
５
‐
４
１

４
‐
４
７
２
１
・　

０
７
５
‐
４

ＦＡＸ

１
４
‐
４
７
５
２
）ま
で

 
停
電
期
間 　
　

月　

日（
土
）午

１０

２７

後
７
時
〜　

日（
日
）午
前
２
時

２８

　

期
間
中
は
、
診
療
業
務
を
制
限

し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
救
急
な
ど
は
他
の
医
療
機

関
で
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

 
問
い
合
わ
せ 　

市
民
病
院
総
務

課
（
℡　

‐
２
１
０
１
・　
　

‐

２２

ＦＡＸ
２２

６
１
８
１
）

　

タ
バ
コ
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
。
教
室
を
機
会
に
タ
バ
コ
か
ら

の
卒
業
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
土
曜
日
に
開
催
！
平
日

お
仕
事
な
ど
で
忙
し
い
人
も
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　
　

月
３
日（
土
）

１１

午
前
９
時　

分
〜
正
午
・
中
央
保

３０

健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
北
本
町
二
区
）

 
対　
　

象 　

タ
バ
コ
を
や
め
た

い
市
民

 
内　
　

容

▼
聞
い
て
良
か
っ
た
タ
バ
コ
の
話

▼
呼
気
中
一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定

▼
尿
中
ニ
コ
チ
ン
検
査

▼
参
加
者
交
流
会
・
卒
煙
者
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▼
希
望
者
に
は
保
健
師
や
看
護
師

に
よ
る
個
別
相
談

 
定　
　

員 　
　

人
２０

※
申
し
込
み
者
が
多
い
場
合
は
抽

選
し
、全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

※
保
育
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
申
し
込
み
時
に
お

伝
え
く
だ
さ
い
。（
託
児
定
員　

人
、

１０

対
象
は
０
歳
〜
就
学
前
）

 
申
込
方
法 　
　

月　

日（
月
）ま

１０

２２

で
に
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は

直
接
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５

２３

ＦＡＸ
２３

９
９
８
）
ま
で

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
は
、
２
本
の

ポ
ー
ル
を
持
っ
て
軽
快
に
歩
く
、

今
注
目
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

身
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
、
全
身

運
動
効
果
が
高
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

 
と　
　

き　
　

月
３
日（
土
・
祝
）

１１

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

２０

４０

（
受
付
は
午
前
９
時
）

 
集
合
場
所 　

大
江
山
グ
リ
ー
ン

ロ
ッ
ジ（
佛
性
寺
）

 
内　
　

容　

酒
呑
童
子
コ
ー
ス
と

光
秀
城
下
町
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

 
当
日
持
参
い
た
だ
く
も
の 　

参

　
 

加
料
２
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）、

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴
、リ
ュ
ッ

ク
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、
飲
料
水
、

専
用
ポ
ー
ル（
貸
出
は
別
途
５
０

０
円
）

 
定　
　

員 　
　

人（
先
着
順
）

３０

 
申
込
方
法 　
　

月
９
日（
火
）〜

１０

　

日（
金
）に
、申
込
書
を
郵
送
ま

２６た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課（
℡　

‐
７
０
６
９
・　
　

‐
６

２４

ＦＡＸ
２３

５
３
７
）ま
で

※
申
込
書
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、

各
支
所
・
地
域
公
民
館
、
市
民
体

育
館
、
三
段
池
公
園
総
合
体
育
館
、

長
田
野
体
育
館
、
武
道
館
で
配
布

の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ 
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ 

Ｋ
Ｍ
Ｃ
Ｃ（
京
都
府
地
域
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
）

「
地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

「
卒
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」

土
曜
日
開
催
！

市
民
病
院
の
電
気
設
備
法
定

点
検
に
伴
う
停
電
の
お
知
ら
せ

「違法ドラッグ」に注意しましょう。

　インターネット（主にアダルトサイト）や個
人輸入で取引される「違法ドラッグ」は大変危
険です。
（違法ドラッグは「合法ドラッグ」などと称して
売られていることもあります。）
　使用後に、自己コントロールできずにやめら
れない状態となったり、健康被害や異常な行動
を起こしたりすることがあります。
　京都府内においても、繁華街を中心に販売店
舗が存在し、その吸引などが原因と疑われる健
康被害が発生しています。
　決して興味本位で安易に摂取したり、使用し
たりしないでください。
問い合わせ　京都府中丹西保健所環境衛生室
　　　　　　（℡２２-６３８２・ＦＡＸ２２-０４２９）

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
体
験
会

参
加
者
募
集



13 広報ふくちやま　H24（2012）．10．1

東部保健福祉センター 

西部保健福祉センター 

とき・ところ 
内　　容 東部保健福祉 

センター（千束） 
六人部地域公民館 
（多保市） 

11月28日（水） 11月30日（金） 
知識編「知っておきたいメタボの基礎知識」 
正しい知識と、まず自分のからだを知ろう 

運動編1「消費エネルギーを増やすためには？」 
日常生活の中でもっとからだを動かそう 

栄養編「賢い食べ方・選び方をマスターしよう！」 
食生活で内臓脂肪を減らすには　※試食あり 

運動編2「何事もやはり継続が大切！」 
今日からがスタート！継続するために大切にしたいこと 

12月19日（水） 12月21日（金） 

平成25年 
1月16日（水） 

平成25年 
1月21日（月） 

2月20日（水） 2月22日（金） 

とき・ところ 
内　　容 夜久野ふれあいプラザ 

（夜久野町下町） 

11月 9日（金） 
「自分の体を知ろう！」 
ミニ体力測定 

「体を動かし脂肪燃焼！」 
健康運動指導士による内臓脂肪を減らす運動 

『メタボ予防の食事を作ろう！』 
栄養士の話・調理実習　※試食あり 

『体を動かし脂肪燃焼！』 
健康運動指導士による内臓脂肪を減らす運動 

12月14日（金） 

平成25年 
1 月11日（金） 

2 月 8日（金） 

イラスト提供／おまつかつみさん 

　「お腹のまわりをすっきりさせたい！メタボを予防したい！でも、どうすればいいの?」と思っている皆
さんへ。日常生活をちょっとだけ見直して、体が喜ぶ生活習慣を手に入れませんか？ 
　食べて動いてお腹スッキリで、心も体も
キラキラに！ 
　 
いずれも午後1時30分～4時 
対　　象　74歳までの市民 
定　　員　20人（先着順） 
申込方法　１１月2日（金）までに電話・ファ
　　　　　クスまたは直接、西部保健福祉
　　　　　センター 
　　　　　(℡37-1234・ＦＡＸ37-5002)まで 

 ベルトの穴が一つ大きくなった、お腹周りが少し大きくなったような気がするなど、身体の変化を感じ
る人にお知らせです！！ 
 脳血管疾患・心疾患・糖尿病などを引き起こすメタボリックシンドロームの予防について学び、これか
らの生活をより健康的に過ごすための大切なエッセンスを自分のものにしましょう。 
　 
いずれも午後1時30分～3時30分（ただし、
1月16日(水)は午前9時30分～正午、 
1月21日(月)は午後1時30分～4時） 
対　　象　40歳～74歳の市民 
定　　員　各会場15人（先着順） 
申込方法　11月22日（木）までに電話・ファ
　　　　　クスまたは直接、東部保健福
　　　　　祉センター 
　　　　　(℡58-2090・ＦＡＸ58-3013)まで 

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
践
し
ま
す
。楽
し
く
歩
い
て
、筋
力
ア
ッ
プ
！
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。　

と
き　
　

月　

日（
土
）午
前
８

１０

１３

時
〜
正
午　

集
合
場
所　

東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
三
和
町
千
束
）　

コ
ー
ス　

梅
田
神
社
ま
で
の
往
復
約
６
㌔
㍍　

※
雨
天
は
セ
ン
タ
ー
内
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

開
催（
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）　

持
ち
物　

飲
料
水
・
タ
オ
ル
な
ど　

■
東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
℡　

‐
２
０
９
０
・　
　

‐
３
０
１
３
）

５８

ＦＡＸ
５８

「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」開
催

参
加
費
無
料
・
事
前
申
込
不
要
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生
活
資
金
や
医
療
費
な
ど
を
必

要
と
す
る
世
帯
に
、
無
利
子
・
無

担
保
で
、
く
ら
し
の
資
金
を
お
貸

し
し
ま
す
。

 
貸
付
金
額 　

１
世
帯
に
つ
き　
１２

万
円
以
内
（
無
利
子
・
無
担
保
）

 
申
込
期
間 　
　

月　

日（
月
）〜

１０

２９

　

月
９
日（
金
）の
午
前
８
時　

分

１１

３０

〜
午
後
５
時　

分
１５

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

 
貸 
付 
日　

　

月　

日（
水
）午
後
１
時
〜

１２

１２

 
返
済
方
法　

▼
貸
付
け
か
ら
４
カ
月
以
内
据
置

き▼
２
年
以
内
の
返
済
（
繰
上
返
済

も
可
能
で
す
）

 
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

▼
く
ら
し
の
資
金
借
入
申
込
書

▼
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
住
民

コ
ー
ド
を
除
く
全
て
の
事
項
記

載
）

▼
印
鑑
登
録
が
し
て
あ
る
印
鑑

▼
所
得
状
況
調
査
等
同
意
書

▼
民
生
児
童
委
員
の
意
見
書

▼
口
座
振
替
納
入
届
出
書
（
郵
便

局
を
除
く
）

※
く
ら
し
の
資
金
、
民
生
援
護
資

金
、
生
活
福
祉
資
金
（
旧
世
帯
更

生
資
金
）
の
貸
付
け
を
受
け
て
い

る
世
帯
で
返
済
が
完
了
し
て
い
な

い
世
帯
は
、
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
詳
し
い
貸
付

要
件
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 
問
い
合
わ
せ 　

社
会
福
祉
課
生

活
支
援
係
（
℡　

‐
７
０
７
２

２４

　
　

‐
９
０
７
３
） 

ＦＡＸ
２２

　

国
民
年
金
制
度
は
、
加
入
者
一

人
ひ
と
り
が
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
っ

た
り
、
受
給
で
き
る
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
保
険
料

は
必
ず
指
定
さ
れ
た
納
期
限
（
該

当
す
る
月
の
翌
月
末
）
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
に
は
納
め
忘
れ
を

予
防
で
き
る
�
口
座
振
替
�
が
便

利
で
安
心
で
す
。
口
座
振
替
で
の

前
納
は
さ
ら
に
割
引
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
問
い
合
わ
せ 　

市
民
課
国
民
年

金
係
（
℡　

‐
７
０
５
７
・　
　

２４

ＦＡＸ
２３

‐
６
５
３
７
）

　

本
年
８
月　

日
に
「
年
金
機
能

１０

強
化
法
」
が
成
立
し
、
平
成　

年
２７

　

月
か
ら
は
年
金
の
受
給
資
格
期

１０間
が
、
こ
れ
ま
で
の　

年
（
３
０

２５

０
月
）
か
ら　

年
（
１
２
０
月
）

１０

に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
受
給
資
格
期
間
を
満

た
さ
な
か
っ
た
人
が
年
金
を
受
給

で
き
る
場
合
や
、
広
報
ふ
く
ち
や

ま
８
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

「
後
納
制
度
」
を
利
用
す
る
こ
と

で
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

受
給
資
格
期
間
短
縮
や
後
納
制

度
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
国

民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
℡
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５

０
）ま
た
は
舞
鶴
年
金
事
務
所（
℡

０
７
７
３
‐　

‐
８
８
２
６
・　

７６

ＦＡＸ

０
７
７
３
‐　

‐
８
９
３
８
）
ま

７６

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

京
都
地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事

務
所
職
員
に
よ
る
、
市
税
・
国
民

健
康
保
険
料
の
納
期
を
過
ぎ
た
人

の
納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
の
必
要
な
人
は
、あ
ら
か

じ
め
税
務
課（
℡　

‐
７
０
２
４

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）ま
た
は
、保
険

ＦＡＸ
２３

課（
℡　

‐
７
０
１
９
・　
　

‐
６

２４

ＦＡＸ
２３

５
３
７
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　
　

月　

日（
水
）

１０

３１

午
前
９
時
〜
正
午

・
市
役
所
２
階
（
税
務
課
）

※
京
都
地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事

務
所
で
は
、
随
時
納
付
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

京
都
地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事
務

所
（
河
守
２
８
５
大
江
支
所
内
１

階
℡　

‐
０
３
４
０
・　
　

‐
０

５６

ＦＡＸ
５６

７
４
０
）

福
　
祉 
福
　
祉 

年
金
受
給
資
格
期
間

短
縮
の
お
知
ら
せ

保
険
・
年
金 

保
険
・
年
金 

く
ら
し
の
資
金

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

福
知
山
市
納
付
相
談
の
お
し
ら
せ

国保ひと口メモ

���
�

保険証の有効期限が
過ぎていませんか？
　国民健康保険の保険証の右上の有効期限を
ご確認ください。
　期限の過ぎた保険証ではありませんか？
　有効期限を過ぎた保険証をお持ちの人は、
病院などへ行かれても医療費を全額支払わな
ければなりません。
　お早めに保険課の窓口で保険証を更新して
ください。
　免許証などの本人確認ができるものと、期限
が過ぎた保険証を持参のうえ、保険課の窓口へ
お越しください。可能な範囲で保険料を納付し
ていただいたうえで、保険証を発行します。
　代理の人が来られる時は、世帯主からの委任
状を持参いただきますようお願いします。
■保険課（℡２４-７０１９・FAX２３-６５３７）

　

月　

日（
水
）　
は
、市
・
府
民
税（
い
ず
れ
も
普
通
徴
収
分
・
第
３
期
分
）、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料（
い
ず
れ
も
第
５
期
分
）、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
４
期
分
）の
納
期
限
日
で
す
。

１０

３１

■
税
務
課
市
民
税
係（
℡　

‐
７
０
２
４
）■
保
険
課
国
保
料
係（
℡　

‐
７
０
１
９
）■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係（
℡　

‐
７
０
１
３
）同
高
齢
者
医
療
係（
℡　

‐
７
０
１
８
）■
代
表　
　

‐
６
５
３
７

２４

２４

２４

２４

ＦＡＸ
２３
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申
込
に
必
要
な
書
類

①
入
居
申
込
書
（
建
築
課
に
あ
り

ま
す
）

②
収
入
証
明
書

市
営
住
宅　

世
帯
全
員
分
の
課
税

証
明
書
な
ど
（
無
職
の
人
は
、
そ

の
こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅　

世
帯
全
員

分
の
課
税
証
明
書
な
ど

③
市
税
納
税
証
明
書

④
世
帯
全
員
の
住
民
票

⑤
そ
の
他
、
市
が
求
め
る
書
類

 
申
込
方
法 　

申
込
受
付
期
間
内

に
必
要
書
類
を
直
接
、
建
築
課
住

宅
管
理
係（
℡　
‐
７
０
５
３・　
　

２４

ＦＡＸ
２３

‐
６
５
３
７
・
Ｅ
メ
ー
ルke

n
tiku

@
c
ity.fu

ku
c
h
iya
m
a
.kyo
to
.

jp

）
ま
で

市
営
住
宅（
空
家
）入
居
募
集　
　

 
案
内
書
配
布 　
　

月　

日（
月
）

１０

２９

〜　

月
９
日（
金
）

１１

 
申
込
受
付
期
間 　
　

月
５
日

１１

（
月
）〜　

月　

日（
金
）

１１

１６

い
ず
れ
も
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
１５

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

 
申
込
資
格

①
収
入
基
準
月
額
が　

万
８
０
０

１５

０
円
以
下
の
世
帯

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯
は
、
収
入
基
準
月
額

は　

万
４
０
０
０
円

２１
▼
申
込
者
が　

歳
以
上
ま
た
は
昭

６０

和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
で
、

３１
か
つ
同
居
者
の
い
ず
れ
も
が　

歳
６０

以
上
ま
た
は　

歳
未
満
の
世
帯

１８

▼
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
〜
４

級
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が

い
る

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
級
・
２
級
）
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
が
い
る

▼
戦
傷
病
者
手
帳
（
特
別
〜
第
６

項
症
、
ま
た
は
第
１
款
症
）
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
が
い
る

▼
原
子
爆
弾
被
害
者
と
し
て
、
厚

生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
が
い
る
世
帯

▼
海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
、
５
年

が
経
過
し
て
い
な
い
人
が
い
る

▼
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
な

ど
に
該
当
し
て
い
る
人
が
い
る

▼
同
居
親
族
に
小
学
校
就
学
前
の

児
童
が
い
る

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
入
居
日

に
同
居
で
き
る
親
族
・
婚
約
者
が

い
る
※
矢
見
所
と
南
佳
屋
野
は
単

身
者
可
。

③
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
あ
る

④
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

⑤
申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
暴

力
団
員
で
な
い

⑥
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

※
世
帯
の
種
類
に
よ
り
、
申
し
込

む
こ
と
の
で
き
る
団
地
が
限
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
建
築
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
入
居
の
決
定 　

入
居
者
選
考
委

員
会
で
の
選
考
、
ま
た
は
公
開
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。

（
入
居
期
日　

平
成　

年
３
月
末
）

２５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
空
家
）入
居
募
集

 
申
込
受
付
期
間 　
　

月
５
日

１１

（
月
）〜　

月　

日（
金
）

１１

１６

い
ず
れ
も
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
１５

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。　

 

※
入
居
者
負
担
額
と
は
、
契
約
家

賃
か
ら
入
居
世
帯
の
所
得
に
応
じ

て
減
額
し
た
家
賃
で
す
。

 
申
込
資
格

①
収
入
基
準
月
額
が　

万
８
０
０

１５

０
円
以
上　

万
７
０
０
０
円
以
下

４８

で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
主
た
る

生
計
者
が　

歳
未
満
の
場
合
は
、

４０

　

万
９
０
０
０
円
〜　

万
７
０
０

１３

４８

０
円
で
あ
る
こ
と

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
者
の
場

合
、入
居
期
日
に
同
居
で
き
る
人
）

が
い
る

③
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

④
申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
暴

力
団
員
で
な
い

⑤
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る

※
市
外
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま

す
。

 
入
居
の
決
定 　

申
込
者
が
募
集

戸
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
抽
選

で
決
定
し
ま
す
。

（
入
居
期
日　

平
成　

年
３
月
末
）

２５

「
市
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
」空
家
入
居
募
集

月額家賃募集戸数募集団地
２万４９００円～５万１２００円２戸秋 津 が 丘
２万１４００円～４万２１００円１戸旭 が 丘
１万９９００円～４万２５００円２戸夕 陽 が 丘

８９００円～１万７５００円１戸矢 見 所
２万２６００円～４万４３００円１戸宮 ノ 下
２万６４００円～５万１８００円１戸堀　 口
２万１２００円～４万１６００円１戸東　 堀
１万３６００円～２万９５００円３戸南 佳 屋 野
１万９２００円～４万３０００円３戸広　 峯

住
　
宅 
住
　
宅 

入居者負担額
（月額）

契約家賃
（月額）間取り募集

戸数募集団地

４万４０００円
～６万円９万２０００円３LDK３戸芦 渕 大 平

４万１０００円
６万６０００円９万５０００円３LDK１戸菟 原 住 宅

４万円
～６万５０００円９万４０００円３LDK１戸上 川 合

５万５０００円
～６万５０００円７万３０００円３LDK３戸二 俣 住 宅
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福
知
山
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
人
口
減
少

の
著
し
い
中
心
市
街
地
へ
の
定
住

を
促
進
す
る
た
め
、
次
の
す
べ
て

の
要
件
に
該
当
す
る
人
に　

万
円

１０

を
交
付
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人

は
、
お
早
め
に
要
件
に
該
当
す
る

か
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 
対
象
と
な
る
人　
（
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
人
）

①
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
内
に
自
ら

居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
新
築
、

ま
た
は
新
築
の
戸
建
住
宅
を
購

入
さ
れ
た
人
（
住
宅
の
所
有
権

を
有
す
る
人
）

②
新
築
ま
た
は
購
入
さ
れ
た
住
宅

に
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
外
か
ら

転
入
も
し
く
は
転
居
さ
れ
た
人

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

④
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人

 
交
付
申
請
の
期
限

　

住
宅
の
所
有
権
の
登
記
が
完
了

し
た
日
か
ら
３
カ
月
以
内

 
そ 
の 
他 　

別
荘
な
ど
一
時
的

に
使
用
す
る
住
宅
や
賃
貸
、
販
売

な
ど
営
利
を
目
的
と
す
る
住
宅
の

新
築
や
購
入
、
建
て
替
え
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

※
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
に
つ
い
て

は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

参
照
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
問
い
合
わ
せ 　

商
工
振
興
課
商

業
振
興
係
（
℡　

‐
７
０
７
５
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

　

す
べ
て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
を
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
警
報
器
に
ホ

コ
リ
な
ど
が
付
く
と
火
災
を
感
知

し
に
く
く
な
り
ま
す
。
半
年
に
１

回
は
掃
除
機
な
ど
で
ホ
コ
リ
を
取

り
、
定
期
的
に
作
動
点
検
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
で
、
取
り

付
け
に
お
困
り
の
時
は
、「
取
り
付

け
お
助
け
隊
」
が
お
伺
い
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
※

火
災
警
報
機
な
ど
の 
斡  
旋 
･
販
売

あ
っ 
せ
ん

は
し
て
い
ま
せ
ん
）

 
問
い
合
わ
せ

消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係（
℡

　

‐
５
１
１
９
・　
　

‐
５
４
５
８
）

２３

ＦＡＸ
２２

ま
ち
な
か
居
住
を
応
援
し
ま
す
！

（
ま
ち
な
か
居
住
応
援
事
業
補
助
金
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
防
災
研
修
室
は
午
後
９
時
ま
で
利
用
可
能
）　

火
曜
日
休
館（
祝

日
は
開
館
し
翌
日
休
館
）　

※　

人
以
上
は
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ　

消
防
署
予

１０

防
課（
℡　

‐
５
１
１
９
・　
　

‐
５
４
５
８
・
東
羽
合
町　

番
地
１　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
１
階
）

２３

ＦＡＸ
２２

４６

福
知
山
市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
防
災
体
験
を
！

一
人
で
も
、家
族
で
も
、自
治
会
、団
体
、い
つ
で
も
誰
で
も
お
気
軽
に

体
験
無
料

ご
自
宅

ご
自
宅
の
﹁
住
宅
用

﹁
住
宅
用

火
災
警
報
器

火
災
警
報
器
﹂
の
設
置
は

の
設
置
は

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
点
検
は
？

　
　
　
　
点
検
は
？

ご
自
宅

ご
自
宅
の
﹁
住
宅
用

﹁
住
宅
用

火
災
警
報
器

火
災
警
報
器
﹂
の
設
置
は

設
置
は

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
点
検
は
？

　
　
　
　
点
検
は
？

ご
自
宅
の
﹁
住
宅
用

火
災
警
報
器
﹂
の
設
置
は

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
点
検
は
？

【
振
り
込
め
詐
欺
】

　
「
風
邪
を
ひ
い
て
声
が
お
か
し
い
」

「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
」と
、子

や
孫
を
装
っ
た
人
物
か
ら
自
宅
に
電
話

が
あ
り
ま
す
。数
日
後
、そ
の
携
帯
電
話

の
番
号
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
事
故
に

あ
っ
た
の
で
お
金
を
す
ぐ
に
振
り
込
ん

で
」な
ど
と
懇
願
さ
れ
ま
す
。こ
う
し
て
、

子
や
孫
の
緊
急
事
態
を
演
出
し
て
、高

齢
者
を
パ
ニ
ッ
ク
寸
前
の
状
態
に
し
、現

金
を
振
り
込
ま
せ
る
と
い
う
手
口
で
す
。

　

最
近
は
振
り
込
み
だ
け
で
は
な
く
、

郵
便
物
な
ど
に
よ
る
現
金
の
送
付
や
、

直
接
自
宅
へ
現
金
を
受
け
取
り
に
来
る

と
い
う
手
口
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
家
族
と
連
絡
を
と
り
合
い
、

電
話
を
か
け
る
時
の
合
言
葉
を
決
め
て

お
く
の
も
、
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の

方
法
で
す
。

【
送
り
つ
け
商
法
】

　

頼
ん
で
も
い
な
い
商
品
が
自
宅
に
送

ら
れ
て
き
て
、
商
品
代
金
の
請
求
を
さ

れ
る
と
い
う
手
口
で
す
。
こ
の
場
合
、

一
方
的
に
送
り
つ
け
ら
れ
た
商
品
は
、

代
金
の
支
払
い
や
返
送
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
定
商
取
引
法
に
基
づ

き
、
商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
日
か
ら　
１４

日
間
を
経
過
す
れ
ば
、
自
由
に
処
分
で

き
ま
す
。（
商
品
の
引
き
取
り
を
業
者
に

請
求
し
た
と
き
は
７
日
間
）
た
だ
し
、

保
管
期
間
中
に
商
品
を
使
用
す
る
と
、

代
金
支
払
い
義
務
が
生
じ
ま
す
。
身
に

覚
え
の
な
い
商
品
が
届
い
た
ら
、
受
け

取
り
拒
否
を
し
、
安
易
に
代
金
引
換
で

受
け
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

悪
質
商
法
な
ど
の
被
害
に

　

あ
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

●
い
ら
な
い
も
の
は
「
い
り
ま
せ

ん
」
と
、
は
っ
き
り
断
る

●
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、
家
族
や

友
人
な
ど
に
相
談
す
る

●
住
所
や
名
前
な
ど
の
個
人
情
報

を
提
供
し
な
い

●
納
得
で
き
な
い
請
求
へ
の
支
払

い
は
慎
重
に

●
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
早
め

に
相
談
窓
口
へ

「
ス
ト
ッ
プ
！
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
」 

「
ス
ト
ッ
プ
！
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
」 

１０
月
は
「
京
都
府
　
く
ら
し
の
安
心
・
安
全
推
進
月
間
」
で
す 

困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口

■
福
知
山
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー（
生
活
交
通
課
内

℡　

‐
７
０
２
０
・　
　

‐

２４

ＦＡＸ
２３

６
５
７
３
）

■
三
和
支
所（
℡　

‐
３
０

５８

０
３
・　
　

‐
３
０
１
３
）

ＦＡＸ
５８

■
夜
久
野
支
所（
℡　

‐
１

３７

１
０
１
・　
　

‐
５
０
０

ＦＡＸ
３７

２
）

■
大
江
支
所（
℡　

‐
１
１

５６

０
３
・　
　

‐
２
０
１
８
）

ＦＡＸ
５６

■
福
知
山
警
察
署（
℡　
２２

‐
０
１
１
０
）

■
京
都
府
消
費
生
活
安
全

セ
ン
タ
ー（
℡
０
７
５
‐
６

７
１
‐
０
０
０
４
・　

０
７

ＦＡＸ

５
‐
６
７
１
‐
０
０
１
６
）

■
消
費
生
活
週
末
電
話
相

談（
℡
０
７
５
‐
２
５
７
‐

９
０
０
２
）

京都府警察のシンボル
マスコット「ポリスまろん」

迷わず、 
早めに 
相談を！ 

　

最
近
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
消
費
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。
な
か
に
は
、
被
害
額
が
高
額
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
注
意
が
必

要
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　
　

月
９
日（
火
）〜　

日（
金
）・
市
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー（
内
記
三
丁
目
）　

展
示
内
容　

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
・
ク
ー
リ

１０

１９

ン
グ
オ
フ
方
法
な
ど
の
パ
ネ
ル　

枚　

問
い
合
わ
せ　

生
活
交
通
課（
℡　

‐
７
０
２
０
・　
　

‐
６
５
３
７
）

１８

２４

ＦＡＸ
２３

く
ら
し
の
安
心
・
安
全
推
進
月
間

パ
ネ
ル
展　

開
催
！
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「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、運
動
会
」

　

９
月　

日（
日
）、
前
日
の
大
雨
が
嘘
の
よ
う
に 
清
 々

し
く

す
が
す
が

１６

晴
れ
あ
が
っ
た
こ
の
日
、
市
内
各
地
で
は
、
運
動
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

近
く
の
小
学
校
で
は
、
赤
や
青
の
ハ
チ
マ
キ
を
着
け
た
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
き
わ
た
り
、
応
援
す
る
保
護
者
の
み

な
さ
ん
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
運
動
会
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
家

族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
も
参
加
で
き
る
こ
と
も
魅
力
の
ひ
と

つ
。
普
段
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な

一
面
が
垣
間
見
え
、
一
生
懸
命
頑
張
る
姿
は
、
そ
の
場
で
見

る
も
の
に
感
動
を
与
え
ま
す
。「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育

て
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
意
味
を
再
確
認

す
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
母
校
と
も
な
る
と
、
な

お
さ
ら
で
す
。

　

学
校
行
事
に
は
、
地
域
の
公

民
館
な
ど
と
共
同
で
行
う
催
し

も
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
機

会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

地
域
の
輪
を
広
げ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
？

最
近
ク
マ
の
出
没
が
多
く
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
夕
の
散
歩
や
山
に
入
る
と
き
は
注
意
す
る
と
と
も
に
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の

鳴
る
も
の
を
持
っ
て
外
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
林
業
振
興
課
（
℡　

‐
７
０
４
７
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

FAX
２３

ク
マ
の
出
没
に
注
意　
！！

舞
鶴
厚
生
セ
ン
タ
ー（
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総
監
部
構
内
）に
お
け
る
、食
堂
・
喫
茶
の
出
店
・
営
業
希
望
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

募
集
締
切　
　

月　

日（
火
）ま
で　

問
い
合
わ
せ　

防
衛
省
共
済
組
合
舞
鶴
支
部（
℡
０
７
７
３
‐　

‐
２
２
５
０　

内
線
２
４
５
２
）

１０

２３

６２

有 料 広 告 募 集有 料 広 告 募 集
広報ふくちやまで会社・お店をＰＲしてみませんか？

広告枠／縦４８㍉㍍×横８０㍉㍍
広告料／掲載１回につき１万円
印刷部数／３２３００部（各戸配布）
詳しくは、市長公室広報係（℡２４‐７０００・
ＦＡＸ２４‐７０２３）までお問い合わせください。

『いじめ電話相談』をひらいています
でん わ そう だん

 電  話  番  号 　　　℡24－0031　　　　　
でん わ ばん ごう

 受  付  時  間 　　　 午  前 8 時 30 分 ～ 午  後 5 時 
うけ つけ じ かん ご ぜん じ ぷん ご ご じ

　　　　　　　 （土・日・祝日は除きます）
　学校で先生や友だちに言えないことやいやなことがあったら、また、子どものいじ
めに関して悩んでおられる保護者のみなさんは、一人で悩まずに、電話して相談し
てください。

　市役所６階の教育委員会事務局学校教育課で、指導主事（主に学校における教育に関し
て専門的に指導を行う）が、相談に応じます。
※相談は無料ですが、通話料がかかります。

福
知
山
リ
ポ
ー
ト

福
知
山
市
広
報
特
派
員

　

ド
ッ
コ
イ
セ
リ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
 
畑 　
 
中 　
　
　
 
瞳 

は
た 

な
か 

ひ
と
み

教育委員会からのお知らせ
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と 
こ 
ろ 　

い
ず
れ
も
都
市
緑

化
植
物
園（
三
段
池
公
園
内
・
猪
崎
）

ミ
ニ
講
習
会
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

寄
せ
植
え
」

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ビ
オ
ラ
な
ど

を
植
え
込
み
、横
型
ま
た
は
縦
型
の

か
わ
い
い
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
す
。

 
と　
　

き 　
　

月　

日（
土
）〜

１０

２０

　

日（
日
）い
ず
れ
も
午
後
１
時　

２１

３０

分
〜
３
時

※
当
日
は
緑
化
ま
つ
り
も
開
催

 
講　
　

師 　
 
福  
村  
満  
代 
さ
ん（
日

ふ
く 
む
ら 
み
つ 

よ

本
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会　

公
認
講
師
）

　 

 
受
講
料
金 　

１
個
５
０
０
円

（
材
料
費
）

 
定　
　

員 　

親
子　

組（
先
着
順
）

２０

 
申
込
方
法 　
　

月
４
日（
木
）か

１０

ら
電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
都

市
緑
化
植
物
園
ま
で

菊
花
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

豪
華
な
大
菊
の
三
本
仕
立
て
、

 
達
磨 
、
福
助
、 
懸  
崖 
な
ど
、
い
ろ

だ
る
ま 

け
ん 
が
い

い
ろ
な
仕
立
て
方
の
菊
を
展
示
し

ま
す
。

 
と　
　

き 　
　

月　

日（
木
）〜

１０

２５

　

月
４
日（
日
）

１１
 
入 
園 
料 　

無
料

 
共　
　

催 
福
知
山
菊
花
同
好
会

大
文
字
草
と
山
野
草
展　
　
　
　

　

可
憐
な
大
文
字
草
と
野
趣
あ
ふ

れ
る
山
野
草
の
数
々
を
展
示
し
ま

す
。

 
と　
　

き 　
　

月　

日（
土
）〜

１０

２７

　

月
４
日（
日
）

１１
 
入 
園 
料 　

お
と
な
３
１
０
円
、

４
歳
〜
中
学
生
１
５
０
円

 
共　
　

催 
福
知
山
山
野
草
の
会

 
問
い
合
わ
せ 　

都
市
緑
化
植
物

園
（
℡　

‐
６
６
１
７
・　
　

‐

２２

ＦＡＸ
２２

６
６
２
９
） 

　

三
段
池
公
園
内
の
ビ
オ
ト
ー
プ

（
人
工
的
に
設
置
し
た
動
植
物
を

含
む
自
然
の
生
態
観
察
と
、
そ
の

保
存
の
た
め
の
施
設
）
で
、
市
内

の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
自
然

科
学
協
力
員
に
よ
る
科
学
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　
　

月　

日（
土
）

１０

２０

〜　

日（
日
）い
ず
れ
も
午
後
１
時

２１

　

分
〜
３
時
・
三
段
池
ビ
オ
ト
ー

３０プ
（
三
段
池
公
園
内
・
猪
崎
）

※
両
日
と
も
内
容
は
同
じ
で
、
集

合
場
所
は
児
童
科
学
館
横
円
形
広

場
で
す
。

※
当
日
は
緑
化
ま
つ
り
も
開
催

 
テ 
ー 
マ 　
「
三
段
池
ビ
オ

ト
ー
プ
（
観
察
池
）
の
水
生
生
物

の
観
察
」

 
講　
　

師 　

自
然
科
学
協
力
員

の
う
ち
昆
虫
・
両
生
類
・
甲
殻
類
・

魚
類
・
植
物
分
野
な
ど
の
協
力
員

 
申
込
方
法 　
　

月　

日（
金
）ま

１０

１９

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
児

童
科
学
館
（
℡　

‐
６
２
９
２
・

２３

　
　

‐
６
３
４
０
）
ま
で

ＦＡＸ
２３

教
育
・
文
化 
教
育
・
文
化 

都
市
緑
化
植
物
園

　

月
の
イ
ベ
ン
ト

１０

児
童
科
学
館

「
第
２
回　

子
ど
も
科
学
講
座
」

と　き／10月20日（土）～21日（日） 
　　　　いずれも午前9時30分～午後4時 
ところ／三段池公園・都市緑化植物園周辺（猪崎） 

問い合わせ　(財)福知山市都市緑化協会 
　　　　　　　（℡23-6324・FAX23-6314） 

都市緑化植物園 
「クイズラリー」 

ミニミニ 
ふれあい動物園 水生生物 

観察会など 

ふわふわ 
メリーゴーランド 

正解者先着300人に 
チューリップ球根プレゼント 

都市緑化植物園 
「花木・果樹苗木配布」 

申込受付 
植物園入園者で各日先着 
350人（家族2本までで、後 
日受け取りに来園できる人） 

展示コーナー 
・「花と緑」絵画展　 
・協力団体の展示（山野草の会、さつき 
　同好会、盆栽愛好会、洋ラン愛好会、 
　菊花同好会など） 

花苗プレゼント 
各日先着1000ポット、市民憲 
章推進協議会との共同事業 
※花苗販売コーナーもあります 

緑の相談コーナー 
緑化に関する相談に、 
樹木医がアドバイス 

緑化まつり開催中は、三段池公園内の施設（都市緑化植
物園、動物園、児童科学館）の入場料は、通常料金の半額
になります。 
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「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
で
使
用
す
る 
挿  
絵 
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
や
、
写
真
な
ど
を
提
供
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
市
長
公
室
広
報
係
（
℡　

‐

さ
し 

え

２４

７
０
０
０
・　
　

‐
７
０
２
３
・
Ｅ
メ
ー
ル　hisyo@

city.fukuchiyam
a.kyoto.jp

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ＦＡＸ
２４

募集！

⑯ ⑯ ⑯ 

　由良川右岸、 稲  粒 神社の北に広がる川
いな つぶ

北集落の西側 山  裾 に、
やま すそ

 太 光
た こう

    薬  師  堂 という
やく し どう

小さなお堂があります。この薬師堂は廃
寺となった 東  禅  寺 の跡にあったものを、

とう ぜん じ

後に現在地に移築したものと伝えられて
います。東禅寺は、中世に川北地区を含
む 雀  部  荘 を荘園としていた京都・ 松  尾 神

ささ べの しょう まつ お

社の神宮寺（神社に附属する寺院）とし
て鎌倉時代には成立していたと考えられ
る古い寺院で、江戸時代に 編  纂 された

へん さん

「 丹  波  志 」にも記載され、川北地区の通
たん ば し

称「薬師田」にあったと伝えています。
　薬師堂は小さいながらも、東禅寺にあった木造薬師如来坐像（市重要資料）をはじめとす
る諸仏が 祀 られ、その中に福知山市内で石仏としては最も古い年号が刻まれた石造大日如来

まつ

坐像があります。
　この石仏は非常に重くて黒い 硬  砂  岩 から成り、 光  背 （如来や 菩  薩 が放つ光明を現したも

こう さ がん こう はい ぼ さつ

の）や台座とともに精巧に彫り出された大日如来坐像は、 法  界  定  印 （膝上で左手の上に右
ほっ かい じょう いん

手を重ね親指の先をあわせて結ぶ印のこと）を結び、仏が 瞑  想 に入っている姿をあらわして
めい そう

います。また、 衣  文 をはじめ、頭には 唐  草  模  様 の 宝  冠 、胸には 胸  飾 、そして両手首には 腕  釧 
え もん から くさ も よう ほう かん きょう しょく わん せん

（腕輪状の装飾品）が刻出され、細部にまでていねいな表現が施されています。
　大きさは全高３６．５㌢㍍、台座と光背を除いた像高は２２．０㌢㍍を測り、背面には径４．８㌢㍍、
深さ４．０㌢㍍の 奉  籠  孔 （写経や 願  文 などを納めた 孔 ）があります。その孔の右側には「 貞  治 

ほう ろう こう がん もん あな じょう じ

 三  　 」の年号が、そして左側には「 大  工  彦  四  郎 」の文字が刻まれています。貞治三年は西暦
さん ねん だい く ひこ し ろう

１３６４年にあたり、この時期、国内では南北朝の対立が続き全国的な争乱が展開されていまし
た。「大工彦四郎」は作者の名であり、現代では大工といえば建築大工を指しますが、昔は
石大工・鐘大工・壁大工など、いろいろな職人を「大工」と称しました。
　この石仏は、鎌倉時代に造られた石仏ほどの 壮  健 さはありませんが、年記と作者名がある

そう けん

資料は京都府下でも南山城地域にしか例がなく、非常に貴重な文化財です。

石造大日如来坐像表面 裏面

カ
ン
ち
ゃ
ん　
「
燃
や
す
ご
み
」っ

て
、
ど
う
処
理
し
と
る
ん
や
?

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

環
境
パ
ー
ク
の
ご
み
焼
却
炉
で
燃
や

し
と
る
ん
や
。温
度
は
、８
５
０
℃
以
上
と
高
い
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

す
ご
く
高
い
温
度
で
燃
え
と
ん
や
な
。

で
も
、
燃
や
す
ご
み
に
は
生
ご
み
と
か
入
っ
と
る
で

水
気
も
多
い
や
ろ
。
そ
し
た
ら
燃
え
に
く
く
な
る
ん

か
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

水
気
の
多
い
ご
み
が
た
く
さ
ん
入
っ

た
ら
、
温
度
が
下
が
る
こ
と
が
あ
る
ん
や
。
ご
み
は

８
５
０

℃

以
上
で
燃
や
す
よ
う
に
決
め
ら
れ
と
る

か
ら
、
燃
や
す
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
た
り
、
灯
油
を

燃
や
し
た
り
し
て
温
度
が
下
が
ら
ん
よ
う
に
調
整
し

と
る
ん
や
。

　

高
い
温
度
で
完
全
燃
焼
さ
せ
る
と
、有
害
物
質（
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
）
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
ん
や
で
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
な
ん
や
。
燃
や
す
ん
も
た
い
へ

ん
な
ん
や
な
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
れ
に
水
気
が
多
い
ご
み
は
、
ご
み

を
出
す
時
に
も
重
た
く
て
運
び
に
く
い
し
、
集
め
る

時
に
も
汁
が
飛
び
散
っ
て 
臭 
い
の
原
因
に
な
る
し
、

に
お

た
い
へ
ん
な
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
か
。
高
温
で
燃
や
せ
る
よ
う
に
、

水
気
を
切
っ
て
、
軽
く
し
て
出
さ
な
あ
か
ん
の
や
な
。

了
解
！
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健康増進計画  知っ得シリーズ Ｐａｒｔ18

：１０００歩くんは、「健康寿命」って知ってる？ 
：え～っと、平均寿命とは違うの？ 
：「健康寿命」というのは、健康で自立して生活できる
期間のことを言うんだよ。今年６月に厚生労働省が発
表した日本人の健康寿命では男性が７０．４２歳、女性が
７３．６２歳。生存期間を示す平均寿命との差が男性で 

　９．２２年、女性で１２．７７年もあったんだ。 
：へぇ～！！ 結構な差があるんだね。差が大きいとどうい
う意味があるの？ 

：介護が必要になったり、生活に支援が必要になったり
する期間が長くなるということなんだよ。 

：そうなんだ…ぼくは、趣味をしながら元気に楽しく老
後を送りたいなぁ。 

：そうだよね。でも、高年期の人は「自分や家族の健康・
病気」をストレスに感じている人がとても多いんだよ。
（右のアンケートを見てね）今回は、元気な暮らしを送
るために高年期の健康づくりについて考えてみよう！ 

けんこウサギちゃん　と１０００歩くんのいきいき健康トーキング 

自分らしく元気な暮らしを送るために！！ 自分らしく元気な暮らしを送るために！！ 自分らしく元気な暮らしを送るために！！ 

１日３食、よくかんで食べましょう。肉や魚、大豆製品、卵など
のたんぱく質は、体力や筋肉を維持するためにも必要です。
歯や義歯などお口のケアは、病気の予防にもなります。 

◆おいしく楽しくまんべんなく食べよう◆ 
筋力の低下は転倒や骨折につながります。散歩にで
かけたり、家の中でできる筋力アップ体操をしましょう。
家の中は整理整頓をして、転倒を予防しましょう。 

◆毎日の生活の中に運動を取り入れよう◆ 

規則正しい生活リズムを保ち、散歩や買物など
外に出て人と会話をしたり趣味をもつなど、閉じ
こもらずに上手に気分転換しましょう。 

◆楽しみのある活動をみつけましょう◆ 
憂うつな気分や、何もしたくなくなったなど、心の不調はあ
りませんか？十分に睡眠をとり、身近な人に話を聞いてもらっ
たり、お近くの保健福祉センターにご相談ください。 

◆悩み事を一人で抱え込まずに相談を◆ 

栄養のバランスを考えて食べる 
定期的に歯科健診・メンテナンスを受ける 
１日の歩数をあと１０００歩増やす 
日常生活で意識的に体を動かす 
生きがい活動を見つけ、脳の活性化を図る 
ゆっくり安心して睡眠をとる 
自分の健康課題の改善に向けた 
生活習慣を送る 健康増進計画について詳しく知りたい人は市ホームページで確認

できます。お問い合わせは健康推進室（℡２３‐２７８８・ＦＡＸ２３‐５９９８）ま
でお願いします。 

済 栄養・食生活 済 たばこ 済 乳幼児期 
済 少年期 

済 青年期 

済 壮年期① 
済 壮年期② 

済 歯 済 お酒 

済 こころの健康 済 身体活動・運動 

済 健（検）診 済 
 

高年期 済 
 

高年期 

成美大学で「地元就職」について知ろう！ 

個別ガイダンス・大学見学 

10月14日�　11：00～15：00
随時受け付け中！ 詳しくは本学ＨＰで 

テーマ型　オープンキャンパス開催!

地元で活躍している本学の卒業生と、早くも内定を勝ちとった在学生から、 
地元就職までの道程や対策、現在の仕事などを 

パネルトーク形式でご紹介します。 

〒６２０‐０８８６ 京都府福知山市字堀３３７０　HP.http://uv.seibi-gakuen.ac.jp/ 
ＴＥＬ．０７７３‐２４‐７１００　ＦＡＸ．０７７３‐２４‐７１７０ 

予約不要 

3 位2位1位男性

収入や家計のやりくり人間関係・
自分や家族の健康・病気仕事

６０歳代
18.1％18.7％29.7％

生きがい・将来収入や家計のやりくり自分や家族の健康・病気
７０歳代

17.7％20.3％32.8％

人間関係生きがい・将来自分や家族の健康・病気
８０歳代

12.9％15.3％42.3％

3 位2位1位女性

収入や家計のやりくり人間関係自分や家族の健康・病気
６０歳代

16.8％18.4％33.6％

人間関係生きがい・将来自分や家族の健康・病気
７０歳代

16.6％17.6％40.4％

人間関係生きがい・将来自分や家族の健康・病気
８０歳代

11.7％16.5％47.5％

（資料：平成２２年福知山市健康増進計画アンケート結果）

Q．どのようなストレスを感じていますか？

中尾ダンススタジオ 
福知山スタジオ 
福知山市厚中町春日ビル3階 

川端道代 

広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回　

月　

日
号
は
、　

月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１０

１５

１０

１８

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
市
長
公
室
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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